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　根羽村のシンボル「月瀬の大杉」は、昭和19年に国
の天然記念物に指定されました。樹齢は推定1800年で、
日本第６位、長野県では第１位の巨木となっています。
　また、矢作川源流域の小戸名渓谷では岩ツツジが観
光客の目を楽しませています。

「月瀬の大杉と岩ツツジ」



　

臨
時
総
会
の
冒
頭
、
商
工
連
矢
﨑
会
長
よ
り
「
北
陸
新
幹
線

が
開
業
と
な
り
、
１
日
に
約
２
万
人
が
利
用
す
る
と
の
試
算
も

あ
り
、
外
国
人
観
光
客
も
増
加
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
そ

の
恩
恵
が
県
下
全
域
に
も
た
ら
さ
れ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

平
成
25
年
か
ら
始
ま
っ
た
商
工
会
中
期
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は

３
年
目
を
迎
え
、
そ
の
支
援
機
能
の
中
核
で
あ
る
経
営
支
援
セ

ン
タ
ー
グ
ル
ー
プ
の
経
営
支
援
は
、
新
年
度
か
ら
本
格
運
用
と

な
る
。

　

グ
ル
ー
プ
で
支
援
に
当

た
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
に
な
い
支
援
体
制
の

取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
。

　

ま
た
、
上
席
専
門
経
営

支
援
員
も
増
員
と
な
り
、

専
門
分
野
グ
ル
ー
プ
の
運

用
も
新
た
に
始
ま
る
。

　

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、

内
容
を
検
証
し
検
討
を
重

ね
な
が
ら
、
引
き
続
き
、

産
業
基
盤
の
強
化
、
地
域

経
済
力
の
強
化
の
た
め
、

小
規
模
事
業
者
へ
の
支
援
を
強
力
に
推
進
し
て
い
き
た
い
。

　

国
の
小
規
模
企
業
施
策
は
『
小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
』
と

『
地
方
創
生
』
の
関
連
に
よ
り
、
小
規
模
事
業
者
に
焦
点
を
当

て
た
施
策
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

　

商
工
連
は
い
ち
早
く
こ
れ
ら
を
取
り
入
れ
、
商
工
会
と
と
も

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

持
続
化
補
助
金
は
、
平
成
26
年
度
採
択
件
数
１
９
３
件
、
今

年
度
は
約
３
倍
の
採
択
件
数
を
目
標
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
経

営
発
達
支
援
計
画
策
定
事
業
は
、
今
年
度
県
下
全
域
の
申
請
を

予
定
し
て
い
る
。

　

国
内
景
気
は
緩
や
か
に
上
昇
傾
向
で
は
あ
る
が
、
小
規
模
事

業
者
に
は
、
そ
の
景
気
循
環
は
回
っ
て
き
て
は
い
な
い
よ
う
に

感
じ
る
。

　

人
口
減
少
や
高
齢
化
、
商
工
業
者
の
減
少
、
産
業
の
空
洞
化

な
ど
深
刻
な
状
況
は
未
だ
変
わ
ら
な
い
。

　

今
後
、
商
工
会
の
位
置
付
け
は
よ
り
重
要
な
も
の
と
な
る
。

国
の
打
ち
出
す
様
々
な
施
策
に
対
応
し
、
地
域
に
と
っ
て
必
要

不
可
欠
な
組
織
と
し
て
、
商
工
会
活
動
の
発
展
を
図
っ
て
い
き

た
い
。」
と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

来
賓
祝
辞
で
は
、
阿
部
知
事
よ
り
「
長
野
県
は
度
重
な
る
災

害
に
見
舞
わ
れ
、
あ
ま
り
元
気
の
出
な
い
１
年
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
防
災
対
策
は
今
年
度
力
を
入
れ
、
大
き
な
柱
建
て
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
。
ま
た
、
県
は
復
興
支
援
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
く
。

　

商
工
会
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
商
工
会
中
期
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
で
様
々
な
改
革
を
進
め
て
き
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
敬

意
を
表
し
、
県
と
し
て
も
上
席
専
門
経
営
支
援
員
の
増
員
を
始

め
と
し
、
し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
。
地
域
の
産

業
、
地
域
活
性
の
担
い
手
と
し
て
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
力
を
発

揮
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

今
年
か
ら
来
年
に
か
け
て
、
長
野
県
を
将
来
へ
向
け
て
の
前

向
き
な
転
換
期
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い

る
。
引
き
続
き
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
。」
と

の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

商工連ながの H27.5月号● 2

「
商
工
会
中
期
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
実
行
」

小
規
模
事
業
者
に
寄
り
添
っ
た
経
営
支
援
体
制
の
推
進

　

商
工
連
は
３
月
25
日
、
阿
部
知
事
を
は
じ
め
来
賓
多
数
ご

臨
席
の
も
と
、
長
野
市
で
臨
時
総
会
を
開
催
し
、
全
県
下
か

ら
商
工
会
長
及
び
関
係
者
約
１
０
０
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

臨
時
総
会
で
は
平
成
27
年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算
等
が

原
案
ど
お
り
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
商
工
会
中
期
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
が
本
格
稼
働
を
開
始
し
ま
す
。

　

人
事
異
動
が
４
月
１
日
に
行
わ
れ
、
次
の
よ
う

な
変
更
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

経
営
支
援
セ
ン
タ
ー
北
佐
久
グ
ル
ー
プ

　

副
統
括
経
営
支
援
員　

菊
池
賢
治
→
篠
原
純
夫

経
営
支
援
セ
ン
タ
ー
上
小
グ
ル
ー
プ

　

副
統
括
経
営
支
援
員　

高
橋
一
嘉
→
清
水
正
弘

経
営
支
援
セ
ン
タ
ー
安
曇
野
市
グ
ル
ー
プ

　

統
括
経
営
支
援
員　
　

輿
智
幸　

→
金
森
俊
文

　

副
統
括
経
営
支
援
員　

金
森
俊
文
→
岡
嶋　

豊

経
営
支
援
セ
ン
タ
ー
坂
城
戸
上
グ
ル
ー
プ

　

統
括
経
営
支
援
員　

宮
坂
由
紀
夫
→
内
堀
久
則

　

副
統
括
経
営
支
援
員　

不
在　
　

→
青
木
隆
典

経
営
支
援
セ
ン
タ
ー
高
水
グ
ル
ー
プ

　

統
括
経
営
支
援
員　
　

徳
永　

哲
→
小
林
範
夫

　

副
統
括
経
営
支
援
員　

小
林
範
夫
→
宮
﨑
英
雄

小
規
模
企
業
経
営
支
援
本
部

　

本　
　

部　
　

長　
　

寺
澤
伸
一
→
佐
野
道
郎

　

副　

本　

部　

長　
　

佐
野
道
郎
→
田
中
良
治

商工会中期マスタープラン進行中 !!
商
工
会
中
期
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
、

本
格
運
用
開
始

臨時総会の様子
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昔
か
ら
木
材
・
木
工
業
の
盛
ん
な
木
曽
の

中
で
、
ニ
セ
ン
工
芸
は
桶
と
樽
を
専
門
に
製

造
・
販
売
を
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
12
年
創
業
、
社
名
の
由
来
は
創
業
し

た
西
暦
２
０
０
０
年
か
ら
き
て
い
ま
す
。

　

創
業
当
初
は
、
祝
い
事
に
使
用
さ
れ
る
酒

樽
を
主
に
製
造
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
時
代

の
変
化
で
需
要
が
年
々
減
少
し
、
近
年
で
は

家
庭
で
も
お
な
じ
み
の
お
ひ
つ
や
寿
司
桶
を

主
と
し
て
、
１
０
０
種
類
程
の
様
々
な
桶
を

製
造
し
て
お
り
ま
す
。

　

昔
は
ど
の
家
庭
で
も
身
近
に
使
わ
れ
て
い

た
桶
類
で
す
が
、
生
活
様
式
・
食
文
化
の
変

化
か
ら
需
要
の
減
少
、
桶
類
製
造
の
職
人
と

も
に
減
少
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

日
本
の
文
化
・
技
術
を
職
人
が
生
業
と
し

て
い
く
に
は
、
昨
今
に
お

い
て
は
困
難
な
課
題
も

多
々
あ
り
、
我
社
で
は
竹

の
タ
ガ
の
確
保
に
問
題
を

抱
え
て
お
り
ま
し
た
。
誰

で
も
す
ぐ
出
来
る
作
業
で

は
な
く
、
職
人
不
足
か
ら

く
る
生
産
量
の
問
題
で
し

た
。
需
要
に
供
給
が
間
に

合
わ
ず
、
こ
の
ま
ま
で
は

せ
っ
か
く
竹
タ
ガ
の
製
品

を
求
め
て
い
た
顧
客
も
代

替
商
品
へ
の
乗
り
換
え
・
顧
客
離
れ
に
つ
な

が
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
心
配
で
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助

金
活
用
に
つ
い
て
の
勉
強
会
の
お
話
を
聞
き
、

当
初
は
思
い
つ
き
の
単
純
な
発
想
で
し
た
が
、

勉
強
会
を
通
じ
て
、
作
業
工
程
を
1
か
ら
見

直
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
問
題
点
・
ア
イ
デ

ア
・
改
善
策
等
を
社
内
で
話
し
合
う
こ
と
で
、

見
え
て
き
た
も
の
を
ベ
ー
ス
に
商
工
会
と
一

緒
に
な
っ
て
計
画
を
立
て
る
こ
と
で
、
製
品

宣
伝
・
販
売
ま
で
も
視
野
に
入
れ
た
事
業
計

画
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　

補
助
金
事
業
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
今
回

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と
で
、
知
っ
た
こ
と
、

気
づ
か
せ
て
頂
い
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
そ
の
お
か
げ
で
、
会
社
・
社
員
・
そ

し
て
自
分
自
身
が
日
々
新
し
い
感
覚
を
持
っ

て
仕
事
に
取
り
組
め
て
い
る
こ
と
が
、
な
に

よ
り
一
番
の
成
果
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

平成27年度の自動車税の納期限は６月１日（月）です

　自動車税は毎年４月１日に自動車をお持
ちの方に納めていただく税金です。
　自動車税納税通知書が届きましたら、お近
くの金融機関、農業協同組合、ゆうちょ銀行・
郵便局、コンビニエンスストア、又は地方事
務所税務課で納期限までに納めてください。
　「納税証明書」は自動車の継続検査（車検）
に必要となりますので、車検証と一緒に大切
に保管しておきましょう。

◆お問い合わせ◆　長野県総務部税務課　自動車税係
　　　　　　　　　☎026－235－7051（直通）

有限会社　ニセン工芸

資 本 金　800万円
本　　社　長野県木曽郡南木曽町読書3826-４
営 業 所　岐阜県中津川市山口205-115
　　　　　TEL・FAX　0573-75-2341　
事業内容　木製品製造販売

代表取締役　宮下　武雄

　　　　小規模事業者
持続化補助金採択事業者紹介

完成した手桶

竹タガと金属タガ

金属タガ加工機械（改良後）

平成26年度
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去
る
１
月
27
日
長
野
市
に
お
い
て
青
年
部

員
48
名
の
参
加
に
よ
り
、
青
年
部
全
県
研
修

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
内
容
は
、「
重
ね
地
図
に
見
る
地
歴
を

伝
え
て
温
故
創
新
に
よ
る
観
光
活
性
化
」
と

題
し
、
㈱
ジ
ャ
ピ
ー
ル
代
表
取
締
役
の
小
島

豊
美
氏
か
ら
基
調
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

同
氏
は
、
昨
年
１
月
に
ミ
ラ
サ
ポ
が
開
催

し
た
「
第
１
回
グ
ッ
ド
ビ
ジ
ネ
ス
ア
ワ
ー
ド
」

に
て
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
方
で
す
。

　

講
演
内
容
は
、
過
去
の
地
歴
を
デ
ー
タ
化

し
て
現
在
と
比
較
し
、
文
化
遺
産
・
伝
統
工

芸
等
を
伝
承
す
る
と
共
に
、
現
在
の
観
光
資

源
と
の
融
合
を
図
る
。
こ
れ
に
よ
り
観
光
産

業
を
育
成
し
、
地
域
活
性
化
の
実
現
に
向
け

た
具
体
的
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
商
工
会
青
年
部
連
合
会
の
宮

本
会
長
か
ら
は
、
こ
れ
か
ら
の
青
年
部
活
動

を
充
実
さ
せ
る
に
は
、
部
員
の
資
質
向
上
が

よ
り
一
層
必
要
で
あ
り
、
国
・
県
等
の
補
助

金
を
有
効
活
用
し
、
若
手
後
継
者
と
し
て
自

社
の
経
営
力
の
総
合
的
向
上
を
め
ざ
す
べ
き

で
あ
る
と
、
意
識
改
革
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
女
性
連
で
は
、「
未
来
の
経
営
者
を
育
て

る
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、「
職
場
体
験
受
入

事
業
者
バ
ン
ク
リ
ス
ト
」
を
平
成
27
年
２
月
に

発
刊
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
リ
ス
ト
は
、
疲
弊
し
た
地
域
経
済
の
活

性
化
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
を
担
う
未
来

の
子
供
た
ち
に
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
の

産
業
や
企
業
経
営
に
興
味
を
も
っ
て
も
ら
い
、

地
域
に
根
ざ
し
た
次
世
代
の
起
業
家
を
育
成

す
る
た
め
、
地
元
の
企
業
に
職
場
体
験
の
受
入

を
募
っ
た
も
の
。
そ
の
結
果
県
下
全
体
で

３
０
０
を
超
え
る
企
業
か
ら
職
場
体
験
受
入

へ
の
賛
同
を
い
た
だ
き
発
刊
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

地
元
の
教
育
委
員
会
や
学
校
関
係
者
か
ら

も
好
評
を
い
た
だ
き
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環

と
し
て
事
業
の
継
続
性
が
要
望
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
た
企
業
に
お
い

て
職
場
体
験
し
た
子
供
達
が
、
将
来
経
営
者
と

な
り
、
地
方
創
生
の
一
助
と
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

 
青
年
部
全
県
研
修
会
を
開
催

 

県
女
性
連

　「
職
場
体
験
受
入
事
業
者

　
　
バ
ン
ク
リ
ス
ト
」
を
発
刊

熱弁する小島豊美講師

　

北
陸
新
幹
線
の
金
沢
延
伸
開
業
を
記

念
し
、
平
成
27
年
3
月
21
日
（
土
）、
22

日（
日
）の
2
日
間
、富
山
県
民
会
館（
富

山
市
）で「
か
が
や
き
と
や
ま
逸
品
フ
ェ

ス
タ
」（
富
山
県
商
工
会
連
合
会
主
催
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
フ
ェ
ス
タ
で
は
、

富
山
県
内
の
企
業
の
新
商
品
や
地
域
を

代
表
す
る
名
品
“
ふ
る
さ
と
名
物
”
を

展
示
販
売
し
、“
と
や
ま
の
魅
力
”
を

パ
ネ
ル
展
示
や
ス
ク
リ
ー
ン
、
ス
テ
ー

ジ
か
ら
発
信
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
１
２
０
事
業
者
が
出
展
し
、

来
場
者
は
2
日
間
累
計
約
１
万
人
で
し

た
。

　

長
野
県
か
ら
は
、
富
山
県
内
の
商
工

会
と
連
携
協
定
を
し
て
い
る
５
商
工
会

が
出
展
し
、
商
品
の
販
売
、
観
光
Ｐ
Ｒ

を
行
い
ま
し
た
。
東
御
市
商
工
会
の
㈲

雷
電
く
る
み
の
里
、
白
馬
商
工
会
、
長

野
市
商
工
会
の
㈲
い
ろ
は
堂
、
㈲
ふ
る

さ
と
鬼
無
里
、
戸
倉
上
山
田
商
工
会
の

㈱
Ａ
Ｆ
Ｔ
（
杏
宝
園
）、（
合
資
）
高
村

商
店
、
千
曲
農
産
加
工
㈱
、
坂
城
町
商

工
会
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

長
野
県
連
（
富
山
県
連
と
連
携
協
定

締
結
）
も
お
出
か
け
お
泊
り
食
べ
ル
ー

ト
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
放
映
と
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の

配
布
を
行
い
、
長
野
県
観
光
を
積
極
的

に
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

お客様へ商品（くるみ）の説明を行う商工会員等

長野県ブース（オープン直前）

か
が
や
き
と
や
ま
逸
品
フ
ェ
ス
タ

～
ふ
る
さ
と
名
物
市
と
魅
力
発
信
の
祭
典
～
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松
本
ス
プ
リ
ン
グ
株
式
会
社
は
１
９
７
３
年

6
月
に
精
密
ス
プ
リ
ン
グ
の
製
造
、
販
売
を
事

業
目
標
と
し
創
業
し
ま
し
た
。
間
も
な
く
創
立

42
年
に
な
り
ま
す
。

　

２
０
１
５
年
3
月
現
在
の
従
業
員
数
は
29
名
、

線
ば
ね
の
生
産
を
主
軸
と
し
、
使
用
用
途
と
し

て
は
自
動
車
、
農
機
具
、
光
通
信
コ
ネ
ク
タ
、

バ
ル
ブ
、
空
圧
機
器
、
圧
力
メ
ー
タ
ー
、
歯
科

矯
正
、
モ
ー
タ
ー
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
ご
利

用
頂
い
て
い
ま
す
。

　

製
造
設
備
は
コ
イ
リ
ン
グ
マ
シ
ン
、
フ
ォ
ー

ミ
ン
グ
マ
シ
ン
、
座
面
研
磨
機
な
ど
線
ば
ね
に

関
す
る
加
工
機
を
揃
え
、
加
工
可
能
な
材
料
線

径
は
φ
0.1
～
φ
6.0
（
材
質
、
形
状
に
よ
り
φ
10

ま
で
可
能
）、
形
状
は
押
し
ば
ね
、
引
き
ば
ね
、

ト
ー
シ
ョ
ン
ば
ね
、
ワ
イ
ヤ
ー
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ

と
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
設
備

し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ご
使
用
頂
く
方
に
と
っ
て
使
い
た

い
も
の
が
、
使
い
た
い
と
き
に
、
使
い
た
い
だ

け
ご
使
用
頂
け
る
よ
う
、
納
期
・
数
量
と
も
に

ご
要
望
通
り
お
応
え
す
る
よ
う
に
心
が
け
、
行

動
す
る
と
と
も
に
、
お
客
様
の
み
な
ら
ず
す
べ

て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
対
し
役
に
立
つ
こ

と
を
常
に
考
え
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

昨
今
は
加
工
が
難
し
い
も
の
、
加
工
先
が
見

つ
か
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
の
ご
要
望
も
頂
く

よ
う
に
な
り
、
ゴ
ム
メ
タ
ル
と
呼
ば
れ
る
チ
タ

ン
合
金
、
断
面
が
複
雑
な
線
の
加
工
な
ど
も
現

在
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
断
面
が
角
形
状
の
被
膜
付

導
線
を
高
精
度
で
曲
げ
加
工
を
行
い
、
一
部
被

膜
を
剥
離
し
て
ほ
し
い
と
の
ご
要
望
を
受
け
、

平
成
24
年
度
に
「
も
の
づ
く
り
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
試
作
開
発
等
支
援
補
助
金
」
を
利

用
し
曲
げ
加
工
と
切
削
加
工
を
一
貫
し
て
行
え

る
機
械
を
機
械
メ
ー
カ
ー
と
と
も
に
取
り
組
み
、

機
械
を
設
備
し
、
導
線
の
製
作
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　

ま
た
、
従
来
人
手
に
よ
る
曲
げ
加
工
を
し
て

い
た
品
物
を
、
今
後
の
細
か
な
ニ
ー
ズ
や
減
産

に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、
生
産
効
率
を
上
げ
応

用
の
利
く
自
動
化
を
目
的
に
平
成
25
年
度
「
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
も
の
づ
く
り
・
商
業
・

サ
ー
ビ
ス
革
新
事
業
」
を
利
用
し
自
動
機
を
導

入
し
ま
し
た
。

　

今
ま
で
の
経
験
を
も
と
に
、
さ
ら
に
新
し
い

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
い
く
こ
と
。
既
存
の
も
の

を
時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
、
自
分
自
身
も
変
化

し
て
い
く
こ
と
。
ど
ち
ら
も
大
切
な
こ
と
で
、

確
実
に
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

で
す
が
、
常
に
頭
を
悩
ま
せ
る
の
は
投
資
が
大

き
く
な
る
と
有
益
な
投
資
効
果
を
も
た
ら
す
こ

と
が
で
き
る
か
ど
う
か
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
昨
今
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の

急
速
な
進
化
が
労
働
現
場
で
の
格
差
を
生
み
出

し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
投
資
効
果
を
期

待
す
る
の
で
は
な
く
、
積
極
的
に
投
資
を
行
い

自
ら
効
果
を
創
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
今
後

の
要
望
に
応
え
て
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と

思
い
、
投
資
の
機
会
を
う
か
が
っ
て
い
た
折
に

中
小
企
業
向
け
の
補
助
金
を
知
り
応
募
し
ま
し

た
。

　

実
務
上
で
の
す
る
べ
き
こ
と
と
効
果
は
想
定

済
み
で
し
た
が
、
応
募
の
方
法
な
ど
を
中
小
企

業
診
断
士
の
先
生
に
助
力
を
求
め
、
松
本
市
波

田
商
工
会
に
認
定
支
援
を
頂
き
、
応
募
し
ま
し

た
と
こ
ろ
2
度
と
も
採
択
さ
れ
、
設
備
も
無
事

導
入
で
き
、
現
在
効
果
を
創
出
す
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

中
小
企
業
診
断
士
の
先
生
と
松
本
市
波
田
商

工
会
に
よ
り
補
助
金
へ
の
橋
渡
し
を
し
て
頂
き
、

事
業
を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
こ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

二
つ
の
事
業
と
も
実
際
に
設
備
を
導
入
し
た

こ
と
で
新
た
な
課
題
も
見
つ
か
り
ま
し
た
が
、

現
物
を
手
に
取
っ
て
み
た
こ
と
で
課
題
自
体
が

具
体
的
で
明
確
に
な
り
、
今
後
に
期
待
を
持
っ

て
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

行
動
を
起
こ
す
こ
と
は
確
実
に
次
へ
の
一
歩

の
礎
と
な
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
役
に
立
つ
こ
と
を
考
え
、

実
行
し
続
け
、
無
理
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
こ
と

も
前
向
き
に
、
ご
期
待
に
応
え
続
け
る
よ
う
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

会社全景

松本スプリング株式会社　松本市波田商工会

ものづくり補助金を
活用して得られたこと

中小企業の新たな事業活動

製造しているスプリング
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人
口
減
少
の
克
服
・
地
域
経
済
の
活
性
化
・

雇
用
の
創
出
・
移
住
定
住
促
進
に
向
け
て
「
観

光
と
農
業
の
町
：
立
科
町
」
を
元
気
に
す
る
為
、

立
科
町
商
工
会
で
は
、
半
年
間
の
準
備
を
経
て

平
成
17
年
４
月
１
日
地
域
活
性
化
組
織
『
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
ユ
ー
ユ
ー
た
て
し
な
』
を
発
足

し
ま
し
た
。

　

農
商
工
官
学
金
観
光
連
携
に
て
「
都
市
部
と

の
積
極
的
な
交
流
・
誘
客
」
に
よ
り
、
町
の
知

名
度
を
高
め
交
流
人
口
を
増
や
し
、
自
然
豊
か

な
町
の
魅
力
を
知
っ
て
頂
き
、
来
て
頂
き
、
消

費
し
て
頂
く
上
で
、
移
住
定
住
に
つ
な
げ
る
と

共
に
経
済
効

果
を
高
め
る

期
待
を
込
め
、

更
に
町
や
事

業
者
並
び
に

住
民
の
心
も

生
活
も
事
業

も
全
て
に
発

展
す
る
こ
と

を
目
的
に
取

り
組
ん
で
参

り
ま
し
た
。

　

加
え
て
「
商
工
会

特
産
品
振
興
部
会
」

を
新
設
し
、
農
業

者
・
加
工
業
者
の
連

携
体
制
を
強
化
す
る

と
共
に
、
新
そ
ば
祭

り
や
肉
祭
り
を
開
催

し
相
互
の
活
動
を
交

え
て
参
り
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
開
始
の

事
業
『
農
村
体
験
学
習
ほ
っ
と
ス
テ
イ
た
て
し

な
』
で
は
、
東
京
・
千
葉
・
神
奈
川
・
埼
玉
の

中
学
生
を
中
心
に
１
６
、９
９
５
名
を
延
べ�

２
、９
４
４
家
庭
で
受
け
入
れ
、
加
え
て
海
外

か
ら
高
校
・
大
学
生
２
、０
１
５
名
を
延
べ

５
１
１
家
庭
で
受
け
入
れ
ま
し
た
。「
心
と
心

の
交
流
」
か
ら
地
域
の
元
気
と
経
済
効
果
を
生

み
出
し
、
又
阿
部
県
知
事
や
信
州
長
野
県
観
光

協
会
と
の
同
行
誘
客
戦
略
の
効
果
も
あ
り
、
海

外
比
率
が
年
々
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
に
は
、
相
模
原
市
・
相
模
原
商
工

会
議
所
・
立
科
町
・
立
科
町
商
工
会
の
４
者
で

『
経
済
と
観
光
に
関
わ
る
交
流
協
定
』
を
締
結
、

相
模
原
市
と
商
店
連
合
会
の
御
支
援
御
協
力
を

頂
く
中
で
、
伊
勢
丹
や
小
田
急
へ
の
単
独
１
週

間
出
店
フ
ェ
ア
を
６
年
連
続
で
開
催
し
、
都
市

部
と
の
交
流
・
宣
伝
・
誘
客
を
積
極
的
に
展
開

い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
後
平
成
25
年
新
設
の
相

模
原
市
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
に
年
間
随

時
出
店
可
能
と
な
り
、

現
在
継
続
出
店
中
で

あ
り
ま
す
。
又
、
小
田
急
Ｏ
Ｘ
ス
ト
ア
店
頭
に

商
工
会
米
『
多
来
福
米
』
を
８
年
連
続
で
毎
月

出
荷
９
年
目
に
入
っ
て
継
続
中
で
す
。

　

平
成
24
年
か
ら
は
、
上
田
市
に
開
設
さ
れ
た

ア
リ
オ
上
田
店
に
、
伊
勢
丹
・
小
田
急
の
実
績

を
活
か
し
て
出
店
。
昨
年
は
、
長
和
町
商
工
会

と
の
連
携
に
よ
る
共
同
企
画
と
し
て
出
店
、
北

蓼
科
山
麓
で
の
観
光
・
歴
史
文
化
の
つ
な
が
り

を
活
か
し
て
の
経
済
交
流
と
両
地
域
の
発
展
に

向
け
た
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
に
は
、
長
野
大
学
地
域
連
携
セ
ン

タ
ー
と
立
科
町
商
工
会
に
て
『
連
携
協
定
』
を

締
結
。
以
来
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

６
年
連
続
で
当
町
に
て
連
携
実
施
と
な
り
、
又

講
演
会
に
講
師
派
遣
、
ゼ
ミ
の
研
究
調
査
や
研

究
発
表
会
を
開
催
、
地
元
蓼
科
高
校
と
の
交
流

や
研
究
授
業
・
部
活
支
援
等
々
の
連
携
活
動
に

も
関
わ
り
大
学
の
発
展
に
も
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
に
は
、
軽
井
沢
町
・
御
代
田
町
・

佐
久
市
・
長
和
町
・
立
科
町
の
５
市
町
21
団
体

に
よ
る
『
東
信
州
中
山
道
連
絡
協
議
会
』
が
発

足
、
初
代
会
長
・
事
務
局
の
重
責
を
担
い
な
が

ら
も
６
商
工
会
１
会
議
所
・
各
地
観
光
協
会
・

行
政
の
協
力
を
頂
き
、
銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
で

イ
ベ
ン
ト
開
催
を
は
じ
め
毎
月
宿
場
毎
に
会
議

会
場
を
持
ち
回
り
積
極
的
な
勉
強
や
連
携
誘
客

活
動
を
展
開
中
で
あ
り
ま
す
。
本
年
は
、
木
曽

地
域
の
復
興
支
援
に
も
つ
な
が
る
活
動
と
し
て

全
県
に
亘
る
中
山
道
連
絡
協
議
会
と
し
て
範
囲

を
広
げ
て
活
動
す
る
計
画
で
進
め
て
い
ま
す
。

　

38
回
を
数
え
る
商
工
祭
は
、
平
成
14
年
の
第

26
回
よ
り
「
福
多
く
来
い
」
の
『
多
来
福
ま
つ

り
』
と
命
名
。
ご
来
場
頂
く
皆
様
と
出
店
者
・

関
係
者
一
同
が
共
に
楽
し
め
る
内
容
に
充
実
し

規
模
拡
大
を
図
り
、
地
元
小
中
高
生
や
警
察
・

消
防
・
自
衛
隊
音
楽
隊
の
生
演
奏
、
ダ
ン
ス
・

プ
ロ
歌
手
・
信
州
プ
ロ
レ
ス
興
業
等
々
も
加
え

な
が
ら
の
大
盛
況
で
毎
年
11
月
上
旬
２
日
間
開

催
し
て
い
ま
す
。
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工
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は
い
ま
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『
地
方
創
生
』︱
国
は
、
元
年
。

　
　

当
商
工
会
で
は
、

　
　
　
　
　

11
年
目
の
取
組
み
。

　

立
科
町
は
、
茅
野
市
境
標
高
２
、５
３
１

ｍ
の
蓼
科
山
を
シ
ン
ボ
ル
に
、
東
御
市
境

標
高
５
５
５
ｍ
ま
で
標
高
差
１
、９
７
６

ｍ
、
面
積
66
・
82
㎢
。
標
高
１
、５
３
０

ｍ
中
心
の
白
樺
高
原
と
標
高
７
０
０
ｍ
中

心
の
里
（
農
業
）
地
帯
に
２
分
さ
れ
、
観

光
と
農
業
の
町
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
白

樺
高
原
は
、
平
成
３
年
に
は
２
３
６
万
人

の
利
用
者
数
、
１
１
０
億
円
の
観
光
消
費

額
を
記
録
、
佐
久
地
方
で
は
、
軽
井
沢
に

次
ぐ
大
観
光
地
で
あ
り
ま
す
。
里
は
、
中

山
道
芦
田
宿
・
茂
田
井
合
の
宿
・
松
並
木

を
有
し
歴
史
文
化
遺
産
豊
か
な
町
で
す
。

蓼
科
山
か
ら
湧
き
出
る
珪
酸
値
高
い
清
流

を
疎
水
百
選
「
塩
沢
堰
」
で
里
に
引
水
、

清
ら
か
な
水
と
粘
度
地
で
育
っ
た
米
・
り

ん
ご
・
野
菜
・
蓼
科
牛
は
、「
兎
に
角
う

ま
い
特
産
品
！
」
で
す
。

◎
毎
年
２
日
間
開
催
の

　
　
　
商
工
祭
『
多
来
福
ま
つ
り
』

アリオ上田店

「銀座NAGANO」イベント
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経 　

近
頃
で
は
、
ネ
ッ
ト
販
売
の
影
響
が
大
き
く
な
り
、

実
在
店
舗
（
リ
ア
ル
店
舗
）
も
、
ネ
ッ
ト
を
意
識

し
た
店
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

あ
る
書
籍
文
具
販
売
店
さ
ん
の
取
り
組
み
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
ご
商
売
の
ヒ
ン
ト
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

１　

地
元
に
こ
だ
わ
る

　

巷
で
は
今
、
松
本
市
を

舞
台
に
し
た
青
春
Ｓ
Ｆ
ラ

ブ
ス
ト
ー
リ
ー
の
「orange

（
オ
レ
ン
ジ
）」
と
い
う
漫

画
が
売
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。
写
真
は
、
こ
の
お
店

が
そ
の
漫
画
の
販
促
物
と

し
て
作
っ
た
も
の
で
す
。

店
の
入
口
で
大
々
的
に
展

開
し
て
い
ま
し
た
。
累
計

１
０
０
万
部
突
破
、
宝
島

社
の
「
全
国
書
店
員
が
選

ん
だ
お
す
す
め
コ
ミ
ッ
ク

２
０
１
５
」
の
上
位
に
ラ
ン
ン
キ
ン
グ
し
て
い
ま
す
。

ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
は
、
少
女
漫
画
に
入
り
ま
す
。

　

40
代
後
半
の
オ
ッ
サ
ン
で
あ
る
私
が
、
普
通
に

生
活
を
し
て
い
れ
ば
、
そ
ん
な
こ
と
を
知
る
術
も

な
く
、
こ
れ
を
機
会
に
読
み
始
め
ま
し
た
。
見
慣

れ
た
風
景
や
な
じ
み
の
あ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
随
所

に
盛
り
込
ま
れ
て
い
て
、
す
ん
な
り
と
受
け
入
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
絵
が
き
れ
い
で
、
ス
ト
ー

リ
ー
も
よ
く
で
き
て
い
る
の
で
、
人
気
の
理
由
が

何
と
な
く
わ
か
り
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
近
所
や
会
社
の
人
が
集
ま
る
機
会

が
減
り
、
新
聞
の
購
買
率
が
下
が
っ
て
い
る
よ
う
に
、

地
元
の
情
報
を
集
め
る
機
会
が
減
っ
て
、
地
元
の

こ
と
を
知
ら
な
い
人
が
増
え
て
き
た
よ
う
に
感
じ

ま
す
。
近
所
の
こ
と
を
、
営
業
マ
ン
や
ち
ら
し
・

店
頭
で
知
っ
た
と
い
う
声
を
よ
く
聞
き
ま
す
。

　

地
元
に
関
す
る
情
報
発
信
基
地
に
な
る
こ
と
で
、

お
客
さ
ん
の
心
の
な
か
で
自
社
の
存
在
感
が
大
き

く
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

２　

少
し
の
ユ
ー
モ
ア

　

左
の
写
真
は
、
先
ほ
ど
取
り
上
げ
た
漫
画

「orange

（
オ
レ
ン
ジ
）」
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
方

法
と
し
て
、
こ
の
お
店
が
企
画
し
た
も
の
で
す
。

　

作
者
の
名
前
に
ち
な
ん
で
、
単
行
本
を
ま
と
め

て
四
巻
買
っ
て
い
た
だ
い
た
方
に
「
い
ち
ご
味
」

の
お
菓
子
を
お
ま
け
し
ま
す
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　

お
店
の
人
は
、
こ
の
企
画
で
た
く
さ
ん
漫
画
が

売
れ
て
く
れ
れ
ば
、
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
わ

ざ
わ
ざ
来
店
し
て
く
れ
た
方
を
楽
し
ま
せ
る
の
が

目
的
で
す
。
ク
ス
ッ
と
笑
っ
て
も
ら
え
ば
良
い
の

で
す
。

　

少
し
の
ユ
ー
モ
ア
は
、
人
間
ら
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

実
在
店
舗
な
ら
で
は
の
、
お
も
て
な
し
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

３　

限
ら
れ
た
売
場
の
有
効
活
用

　

右
の
写
真
の
上
段
は
、
陳
列
台
に
置
か
れ
た
本

を
上
か
ら
の
視
点
で
撮
っ
た
も
の
で
、
下
段
の
写

真
は
同
じ
本
を
横
か
ら
の
視
点
で
撮
っ
た
も
の
で
す
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
本
の
魅
力
面
で
あ
る
表
表
紙

を
す
べ
て
露
出
し
た
い
の
で
す
が
、
売
場
の
広
さ

に
制
約
が
あ
る
た
め
で
き
ま
せ
ん
。
背
表
紙
の
露

出
だ
け
で
は
、
本
の
魅
力
面
は
大
き
く
減
り
ま
す
。

そ
れ
を
解
消
す
る
た
め
に
、
什
器
を
活
用
し
て
斜

め
置
き
し
て
い
る
の
で
す
。

　

ネ
ッ
ト
販
売
は
あ
る
意
味
、
限
り
な
く
商
品
を

並
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
実
在
店
舗
は
、
広
さ

に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
一
工
夫
必
要
に
な
り

ま
す
。

リアルを活かす

｜経｜営｜ワ｜ン｜ポ｜イ｜ン｜ト｜ア｜ド｜バ｜イ｜ス｜
ONE POINT ADVICE

中小企業診断士
原　祐治　氏
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法 　

前
回
は
、
従
業
員
の
解
雇
に
関
し
て
お
話
し
し
ま

し
た
が
、
今
回
は
、
労
働
時
間
に
つ
い
て
お
話
し
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

と
い
う
の
も
、
労
働
時
間
と
い
え
る
か
否
か
は
、

賃
金
ト
ラ
ブ
ル
の
基
に
な
り
ま
す
の
で
、
注
意
が
必

要
だ
か
ら
で
す
。

１
．
労
働
時
間
の
管
理

　

�　

従
業
員
の
労
働
時
間
の
把
握
は
、
事
業
者
側
が

管
理
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
管
理
の
方
法
と

し
て
は
、
タ
イ
ム
カ
ー
ド
に
よ
る
管
理
が
多
い
と

思
い
ま
す
が
、
タ
イ
ム
カ
ー
ド
は
あ
く
ま
で
も
従

業
員
の
出
社
・
退
社
を
確
認
す
る
も
の
で
あ
り
、

労
働
時
間
そ
の
も
の
を
示
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
タ
イ
ム
カ
ー
ド
に
記
載
さ
れ
た
時

間
が
労
働
時
間
と
認
定
さ
れ
が
ち
で
す
の
で
、
事

業
者
は
、
タ
イ
ム
カ
ー
ド
に
頼
ら
ず
、
従
業
員
の

勤
務
時
間
、
休
憩
時
間
を
き
ち
ん
と
記
録
に
残
す

よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

�　

そ
う
し
ま
せ
ん
と
、
ダ
ラ
ダ
ラ
残
業
し
た
り
、

た
だ
会
社
に
い
る
だ
け
で
も
、
タ
イ
ム
カ
ー
ド
に

記
載
さ
れ
て
い
る
時
間
を
労
働
時
間
と
し
て
計
算

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

　

�　

残
業
が
必
要
な
場
合
は
、
残
業
届
を
出
さ
せ
る

管
理
が
必
要
で
す
。

　

�　

ま
た
、
退
社
の
際
の
タ
イ
ム
カ
ー
ド
の
打
刻
は
、

業
務
を
終
了
し
て
帰
り
支
度
を
す
る
前
に
打
刻
す

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
か
、
あ
る
い
は
帰
り
際
に

打
刻
す
れ
ば
よ
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　

�　

作
業
服
へ
の
着
替
え
が
、
法
令
・
安
全
上
必
要

で
あ
れ
ば
、
着
替
え
時
間
は
労
働
時
間
に
含
ま
れ

ま
す
が
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
労
働
時
間
に
含
ま
れ

な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

２
．
休
憩
時
間
か
手
待
時
間
か

　

�　

休
憩
時
間
は
、
労
働
時
間
が
6
時
間
を
超
え
る

場
合
は
、
少
な
く
と
も
45
分
、
８
時
間
を
超
え
る

場
合
は
少
な
く
と
も
１
時
間
設
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
が
、
休
憩
時
間
は
単
に
作
業
に
従
事
し
て

い
な
い
時
間
を
指
す
の
で
は
な
く
、
従
業
員
が
労

働
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
保
証
さ
れ
て
い
る
時
間
を

指
し
ま
す
。

　

�　

で
す
か
ら
、
使
用
者
は
、
休
憩
時
間
に
指
揮
命

令
監
督
権
を
行
使
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

�　

例
え
ば
、
電
話
に
出
る
こ
と
や
電
話
番
を
頼
む

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

�　

一
方
、
手
待
時
間
は
、
業
務
命
令
が
あ
れ
ば
い

つ
で
も
業
務
を
行
え
る
よ
う
待
機
し
て
い
る
時
間

で
、
使
用
者
か
ら
の
指
揮
命
令
監
督
下
か
ら
離
れ

て
い
る
休
憩
時
間
と
は
異
な
る
わ
け
で
す
か
ら
労

働
時
間
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

　

�　

し
か
し
、
実
際
、
休
憩
時
間
な
の
か
手
待
時
間

な
の
か
の
区
別
は
微
妙
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

�　

食
堂
の
従
業
員
に
、
客
が
空
い
た
と
き
は
適
宜

休
憩
し
て
も
よ
い
と
さ
れ
て
い
て
も
、
客
が
来
た

と
き
は
就
労
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
手
待
時
間
と
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
下

さ
い
。

　

�　

な
お
、
帰
宅
後
の
従
業
員
に
対
し
、
携
帯
電
話

の
電
源
を
入
れ
さ
せ
て
お
き
、
会
社
か
ら
の
連
絡

に
応
答
す
る
よ
う
義
務
付
け
て
い
た
と
し
て
も
、

そ
の
時
間
は
労
働
時
間
に
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

３
．
事
業
場
外
の
み
な
し
労
働
時
間

　

�　

と
こ
ろ
で
、
外
回
り
の
営
業
マ
ン
の
労
働
時
間

は
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
ま
す
か
。

　

�　

事
業
場
外
労
働
の
み
な
し
制
を
取
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

�　

事
業
場
外
労
働
の
み
な
し
制
と
は
、
従
業
員
の

労
働
時
間
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
つ
い
て
事
業
場

外
で
業
務
に
従
事
し
て
お
り
、
労
働
時
間
の
算
定

が
困
難
で
あ
る
と
き
に
、
一
定
の
労
働
時
間
労
働

し
た
も
の
と
み
な
す
制
度
で
す
。

　

�　

ど
の
よ
う
な
場
合
に
、「
事
業
場
外
で
の
労
働
時
間

を
算
定
す
る
こ
と
が
困
難
」と
い
え
る
で
し
ょ
う
か
。

　

�　

例
え
ば
、
携
帯
や
無
線
等
で
連
絡
を
し
て
指
示

を
受
け
て
営
業
し
た
り
、
グ
ル
ー
プ
行
動
を
し
て

い
た
場
合
に
は
、
把
握
で
き
な
い
と
は
い
え
ま
せ

ん
の
で
、
み
な
し
労
働
時
間
に
は
該
当
し
な
い
で

し
ょ
う
。

　

�　

た
だ
し
、
単
に
携
帯
電
話
を
持
っ
て
い
る
こ
と

を
も
っ
て
、
労
働
時
間
の
算
定
が
可
能
と
み
る
べ

き
で
は
な
く
、
緊
急
時
の
連
絡
等
に
使
用
す
る
限

り
で
は
、
労
働
時
間
を
算
定
し
難
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

４ 

．
以
上
、
労
働
時
間
に
つ
い
て
は
、
他
に
も
諸
々

問
題
点
が
あ
り
ま
す
の
で
、
労
働
時
間
に
関
す
る

就
業
規
則
を
含
め
、
も
う
一
度
見
直
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

賃金トラブル防止のため、
労働時間再点検しませんか。

｜法｜律｜ワ｜ン｜ポ｜イ｜ン｜ト｜ア｜ド｜バ｜イ｜ス｜
ONE POINT ADVICE

弁護士
石曽根　清晃　氏
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ま
い
ど
！　

信
州
上
田
・
真
田
町
の
「
風

屋
と
う
ふ
店
」
で
す
。

　

上
田
市
真
田
町
は
有
名
な
戦
国
武
将
真
田

氏
発
祥
の
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
平

成
28
年
に
は
、
真
田
幸
村
公
が
主
人
公
の
Ｎ

Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
『
真
田
丸
』
が
放
映
さ
れ

る
こ
と
が
決
定
し
、
活
性
化
に
繋
が
る
の
で

は
な
い
か
と
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
現
在
、
真
田
町
商
工
会
管
内
の

豆
腐
製
造
業
者
は
、
衰
退
の
一
途
を
た
ど
っ

て
い
ま
す
。
最
盛
期
に
は
14
～
15
軒
あ
っ
た

の
に
、
現
在
で
は
当
店
の
み
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
さ
み
し
い
限
り
で
す
。

　

な
ぜ
こ
ん
な
事
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
？　

そ
れ
は
自
分
の
得
意
な
型
の

経
営
モ
デ
ル
に
も
っ
て
い
く
こ
と
が
出
来
ず

に
、
物
量
を
誇
る
大
型
量
販
店
と
の
安
売
り

合
戦
に
巻
き
込
ま
れ
、
経
営
体
力
を
消
耗
し

て
い
っ
た
こ
と
が
原
因
で
は
な
い
か
と
私
は

考
え
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
真
田
町
商
工
会
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
な
が
ら
、「
面
倒
く
さ
い
か
ら
、
や

る
！
」
を
合
言
葉
に
安
売
り
路
線
を
捨
て
て
、

「
こ
れ
で
も
か
！
」
と
い
う
く
ら
い
手
間
を

か
け
た
お
豆
腐
を
造
る
こ
と
で
、
未
来
を
目

指
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
立
地
で
す
。
当
店
は
標
高
８
３
０
ｍ

の
山
の
中
に
あ
り
、
人
間
よ
り
も
ク
マ
や
イ

ノ
シ
シ
の
方
が
多
い
く
ら
い
で
す
。
そ
れ
で

も
現
在
の
場
所
に
、
わ
ざ
わ
ざ
工
房
を
構
え

る
こ
と
に
し
た
の
は
、「
水
が
良
か
っ
た
」

か
ら
で
す
。
豆
腐
は
80
％
以
上
が
水
で
出
来

て
い
ま
す
。
良
い
水
を
使
え
ば
、
そ
れ
だ
け

美
味
し
く
な
る
の
は
当
た
り
前
。
お
客
さ
ん

の
中
に
は
、
お
豆
腐
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
大

き
な
容
器
持
参
で
水
を
汲
み
に
こ
ら
れ
る
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
く
ら
い
で
す
。

　

次
に
豆
腐
の
原
材
料
の
大
豆
。
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
大
豆
と
一
口
に
言
っ

て
も
種
類
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
お
豆
腐

用
の
大
豆
を
使
う
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
そ
れ

だ
け
美
味
し
く
な
る
の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
と
こ
ろ
が
、
農
家
さ
ん
と
加
工
業
者
と

の
間
で
は
ほ
と
ん
ど
情
報
交
換
が
な
く
、
当

店
が
望
む
豆
腐
用
の
大
豆
は
ほ
と
ん
ど
生
産

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
地
元
の

農
家
さ
ん
や
、
市
役
所
農
政
課
さ
ん
、
農
協

さ
ん
等
に
何
度
も
何
度
も
足
を
運
ぶ
こ
と
で
、

よ
う
や
く
豆
腐
用
の
大
豆
を
特
別
に
生
産
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
、
プ
レ
ミ
ア
ム

な
豆
腐
に
使
う
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
製
造
方
法
の
こ
だ
わ
り
で
す
。
高

級
豆
腐
専
用
の
製
造
プ
ラ
ン
ト
を
特
注
で
導

入
。
こ
れ
は
世
界
で
一
台
し
か
な
い
と
い
う

も
の
で
、
高
価
な
上
に
操
作
が
と
て
も
難
し

く
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
な
け
れ
ば
あ
つ

か
え
な
い
代
物
で
す
。
こ
の
プ
ラ
ン
ト
を
使

い
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
る
の
に
も
、
努
力
が

必
要
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
出
来
上
が
っ
た
美
味
し
い
お
豆

腐
で
す
が
、
工
房
が
山
の
中
に
あ
る
た
め
直

接
買
い
に
見
え
る
お
客
さ
ん
は
極
少
数
に
と

ど
ま
り
ま
す
。
と
い
っ
て
卸
売
で
は
こ
ち
ら

の
望
む
条
件
で
取
り
扱
っ
て
い
た
だ
け
な
い
。

そ
こ
で
、
昔
懐
か
し
い
ラ
ッ
パ
の
音
を
響
か

せ
て
の
移
動
販
売
に
活
路
を
見
出
し
ま
し
た
。

軽
ト
ラ
ッ
ク
に
お
豆
腐
を
乗
せ
て
毎
日
小
ま

め
に
回
っ
て
み
る
と
、
買
い
物
弱
者
の
増
加

等
思
っ
て
い
た
以
上
に
ニ
ー
ズ
が
あ
っ
て
、

今
で
は
当
店
の
名
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

更
に
独
自
の
情
報
発
信
に
も
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
実
在
す
る
上
田
市
の
事
業
所
に
オ

リ
ジ
ナ
ル
応
援
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
配
し
て
地

域
の
Ｐ
Ｒ
を
す
る
「
信
州
上
田
お
散
歩
倶
楽

部
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
。
こ
れ
ま
で
、

豆
腐
に
関
心
の
な
か
っ
た
方
に
も
、
当
店
の

名
前
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
面
倒
く

さ
い
と
思
え
る
こ
と
を
あ
え
て
や
る
こ
と
で
、

「
風
屋
と
う
ふ
店
」
の
今
日
が
あ
る
の
だ
な

と
実
感
し
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
、「
え
っ
！

こ
こ
ま
で
や
る
の
？
」
と
い
う
徹
底
ぶ
り
で

上
田
市
真
田
町
の
名
物
と
な
り
、
地
域
を
元

気
づ
け
る
ビ
タ
ミ
ン
に
な
れ
ば
い
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

「この人に注目」をシリーズで毎号掲載しています。商工会地域内で頑張っておられる方をご紹介ください。

真田町商工会
有限会社　風屋

代表取締役　田　中　新　平

「 

面
倒
く
さ
い
か
ら
、
や
る
！ 

」

注目Vol.102

この　に人

ご当地キャラクターの「ゆきたん」とオリジナルキャラクター
仕様の愛車で真田町を盛り上げます！
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　本制度は、商工会会員向け団体所得補償保険制度です。
　「商工会の休業補償制度」は、本制度の愛称です。
　この保険は被保険者が病気、怪我により就職不能となった場合、
免責期間（7日間）を経過した翌日から補償の対象となります。
　この保険の対象者は、商工会会員および商工会会員である事業
所に勤務されている方とその配偶者（家事に従事されている方）
に限ります。
　ご確認のうえ、ご加入いただきますようお願い申し上げます。

もし貴社で働く従業員や、皆様自身（会社経営者・
個人事業主等）が今、大ケガや重い病気で療養が
必要となり、働けなくなってしまったとしたら…

お問い合わせはお近くの商工会へ

全国商工会経営者休業補償制度

商工会の休業補償制度では万一働けなく
なった際の収入（１年間）を補償します !!

毎月１日午前０時または午後４時（引受保険会社に
よる）の補償開始でご加入いただけます。

加入は毎月受付中

商工会の休業補償制度
（所得補償保険）

保険料

37～52％
割引

6

大きな安心を手軽な掛金で全国商工会会員福祉共済制度

囲範償補の償補の」んが「、償補の」気病「、償補の」がけ「◆

※加入いただくプランの内容によって補償される金額は異なります。
注1 傷害プラン、傷害ライトプランでは、一定の場合に疾病入院見舞金が支払われます。注2 トータル「がん」補償では「けが」で放射線治療を受けた場合も補償します。
注3 。すまし償補も合場たけ受を療医進先で」がけ「、はで償補」んが「ルタート・償補の」気病「 

「けが」で死亡・後遺障害
・死亡共済金
・後遺障害共済金

「けが」で通院
・傷害通院共済金

「けが」で入院
・傷害入院共済金

「けが」で手術
・傷害手術共済金

「けが」の補償 注1

「病気」で入院
・疾病入院共済金

「がん」になったときの補償
・がん診断共済金
・がん入院共済金
・がん手術共済金

「病気」で手術
・疾病手術共済金

「病気」で放射線治療
・放射線治療共済金 注2

「病気」で先進医療
・先進医療共済金 注3

「病気」の補償

「病気」

シンプル「がん」補償

トータル「がん」補償

◆福祉共済のプラン一覧（　　）内は毎月の掛金額

※「病気」の補償は「けが」の補償に加入されている方のみがお申込みいただけます ＊1.継続加入は満85歳まで  ＊2.継続加入は満80歳まで

※詳細は「ご契約のしおり・約款」を
   ご確認ください

「けが」の補償 「病気」の補償
満6歳～80歳＊1 満6歳～74歳＊2

けがによる死亡・後遺障害、
入院、手術、通院を補償します

疾病による入院、手術等を
補償します※

傷害プラン 2,000円コース

傷害プラン 3,000円コース

傷害プラン 4,000円コース

「がん」の補償
満6歳～74歳＊2

トータル
「がん」補償

シンプル
「がん」補償

がん・けが・
疾病による入院、
手術を補償します

がんによる入院、
手術を補償します

●トータル「がん」プラン
●シンプル「がん」プラン

（     3,000円）

●シニアトータル「がん」プラン
●シニアシンプル「がん」プラン

（     6,000円）

1,000円

2,000円

傷害ライトプラン

シニア傷害プラン
（+1,000円）
シニア医療特約

（+1,000円）
医療特約＋

＋

死亡と傷害または疾病による
所定の高度障害状態を保障します

共済期間 : 10年
掛金例（共済金2口＝1,000万円の場合）

「生命」保障
保険年齢 6歳～65歳

男 性 女 性

30歳

40歳

50歳

60歳

1,730円

2,960円

5,940円

12,460円

1,310円

2,110円

3,440円

5,850円

「けが」

全国商工会連合会が運営する、福祉共済制
度。傷害プランは、職種・年齢・性別問わず、
月額2,000円～の掛金で充実補償。さらに、
医療特約（月額1,000円）を追加すれば、病
気での入院も補償します。仕事中はもちろ
ん、交通事故や家庭内でのケガ・病気など幅
広く対応しており、商工会会員とその従業
員、商工会役職員（すべてご家族含む）が対
象です。
また、平成22年11月からは、従来の補償内
容に天災と先進医療補償を追加するととも
に、「がん」の補償プランを新設するなど、さ
まざまな加入者ニーズに対応できる共済制
度となっています。

お問い合わせはお近くの商工会へ



　

野
沢
温
泉
村
は
、
長
野
県
の
北
部
に
位
置

し
、
南
側
は
毛
無
山
の
尾
根
を
境
に
木
島
平

村
に
接
し
、
西
側
は
千
曲
川
を
隔
て
て
飯
山

市
と
境
を
な
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
北
側
及

び
東
側
は
高
倉
山
の
尾
根
境
か
ら
毛
無
山
東

斜
面
に
か
け
て
栄
村
と
接
し
て
い
る
人
口
約

３
、８
０
０
人
の
村
で
す
。

　

野
沢
温
泉
村
は
鎌
倉
時
代
中
期
の
文
永
９

年
（
１
２
７
２
年
）
に
「
湯
山
村
」
と
し
て

歴
史
に
最
初
に
現
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
初

期
に
は
す
で
に
24
軒
も
の
宿
屋
が
あ
っ
た
と

い
わ
れ
、
明
治
３
～
５
年
に
は
２
４
、８
６
３

人
の
湯
治
客
が
訪
れ
て
い
た
と
記
録
に
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
温
泉
地
と
し
て
知
ら
れ
る
野

沢
温
泉
の
湯
を
発
見
し
た
の
は
、
聖
武
天
皇

の
頃
（
７
２
４
～
７
４
８
年
）
に
こ
の
地
を

訪
れ
た
僧
「
行
基
」
で
あ
る
と

い
う
説
、
ま
た
修
行
中
の
山
伏

が
見
つ
け
た
と
い
う
説
と
手
負

い
の
熊
の
後
を
つ
け
た
猟
師
が

見
つ
け
た
と
い
う
説
が
あ
り
ま

す
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
か
な
り

古
く
か
ら
野
沢
の
地
に
湯
が
湧

い
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

た
よ
う
で
す
。
そ
れ
で
も
当
時

は
ま
だ
温
泉
に
入
る
た
め
に
旅

を
し
て
訪
れ
る
と
い
う
こ
と
は

一
般
的
で
な
く
、
江
戸
時
代
に

飯
山
藩
主
の
松
平
氏
が
惣
湯
（
大
湯
）
に
別

荘
を
建
て
、
一
般
の
人
々
に
も
湯
治
を
許
可

し
た
後
、
多
く
の
人
々
が
湯
治
と
い
う
形
で

こ
の
山
里
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
野
沢
温
泉
村
に
は
30
余
り
源

泉
が
あ
り
、
中
で
も
国
の
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
て
い
る
麻
釜
か
ら
は
１
０
０
℃
近
い

熱
湯
が
こ
ん
こ
ん
と
湧
出
て
い
ま
す
。
村
内

に
あ
る
13
の
外
湯
は
、
村
の
人
た
ち
の
共
有

財
産
で
江
戸
時
代
か
ら
湯
仲
間
と
い
う
制
度

に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
る
天
然
温
泉

１
０
０
％
掛
け
流
し
の
温
泉
で
す
。
湯
仲
間

の
制
度
で
管
理
が
な
さ
れ
温
泉
は
い
つ
も
清

潔
で
毎
日
使
う
村
人
や
訪
れ
た
観
光
客
も
気

持
ち
よ
く
使
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

信
州
の
食
で
あ
る
野
沢
菜
漬
け
、
野
沢
温

泉
村
は
そ
の
本
場
で
あ
り
そ
の
原
材
料
で
あ

る
野
沢
菜
は
今
か
ら
約
２
５
０
年
前
に
野
沢

温
泉
村
健
命
寺
住
職
が
京
都
遊
学
の
折
に
京

都
・
大
阪
で
名
産
の
天
王
寺
蕪
の
種
を
持
ち

帰
り
栽
培
し
た
と
こ
ろ
積
雪
量
が
多
く
高
冷

地
の
環
境
に
よ
り
野
沢
菜
と
な
っ
た
と
言
い

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
初
冬
に
は
野
沢
菜
を

漬
け
る
た
め
多
く
の
村
民
が
温
泉
で
野
沢
菜

を
洗
う
姿
は
野
沢
温
泉
村
の
風
物
詩
の
ひ
と

つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
「
野
沢
温
泉
の
道
祖
神
祭
り
」
は

３
０
０
年
以
上
続
く
日
本
３
大
火
ま
つ
り
の

ひ
と
つ
で
、
１
時
間
半
に
わ
た
り
社
殿
に
火

を
放
と
う
と
す
る
村
人
と
、
そ
れ
を
阻
止
し

よ
う
と
す
る
厄
年
の
男
た
ち
の
攻
防
が
続
き
、

良
縁
や
子
宝
祈
願
な
ど
村
人
の
願
い
を
託
し

た
松
た
い
ま
つ
灯
が
夜
空
を
照
ら
し
ま
す
。

　

平
成
10
年
に
行
わ
れ
た
長
野
冬
季
五
輪
の

会
場
の
1
つ
に
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場
が
選
ば

れ
、
世
界
的
に
野
沢
温
泉
の
名
前
が
広
が
り

ま
し
た
。
近
年
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
を
中

心
に
外
国
人
観
光
客
が
年
々
増
加
し
て
お
り

国
際
的
な
観
光
地
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
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「
お
湯
も
人
も
あ
っ
た
か
い
」

“
野
沢
温
泉
”

Vol.12
野沢温泉商工会

商工会青年部が中心となって夏季（５月～10月の
毎週日曜日及び休日）に大湯通りで行われる朝市

外湯「大湯」



平
成
27
年
５
月
25
日
発
行
Ｖ
Ｏ
Ｌ.

３
６
０　

編
集
・
発
行
／
長
野
県
商
工
会
連
合
会　

〒
３
８
０
‐
０
９
３
６
長
野
市
大
字
中
御
所
岡
田
１
３
１
‐
10
長
野
県
中
小
企
業
会
館
１
Ｆ　

電
話
０
２
６
‐
２
２
８
‐
２
１
３
１（
代
）
　
　

発
行
人
／
細
野
邦
俊　

印
刷
／
カ
シ
ヨ
株
式
会
社
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ミ ラ サ ポ

みんなが、らくらく、参加できる、ポータルサイト☆

❶全国の事業者・専門家などが参加するミラサポコミュニティで交流できる！
❷ビジネスの成功をサポートする便利で実用的なツールが無料で使える！
❸あなたが抱える経営課題に応える専門家の派遣が無料で受けられる！ 
❹補助金の（電子）エントリーがカンタン・便利にミラサポからできる！
❺あなたの関心に合ったオススメのビジネス情報が受けられる！      

セキュリティ・
個人情報保護も

万全です。
コミュニティは、

実名登録で
安全です。 

ミラサポ会員になると、このようなメリットもあります  

 たとえばこんな悩みやニーズがありませんか？

ちょっとした経営の悩み
から、なかなか周りの人
に相談できない課題ま
で、気軽でわかりやすく、
解決に導きます。

【ホームページ】はわかり
や すく、【コミュニティ

（SNS）】は入りやすく、
【スマホやタブレット】でも
見やすく、つくりました。

使えば使うほど、あなた
にマッチした情報が提
供されます。
あなたが選んだコミュニ
ティに参加することで、
ビジネスの種が探せま
す。
あなた中心のビジネス
が広がります。 

地域内はもちろん、地域
を超えたビジネスもあり
ます。
会社の規模、業種や業
界を超えて、官庁の所管
も関係なく、あなたとビ
ジネスをしたい人が集ま
るポータルサイトです。 

全国420万社の中小企
業・小規模事業者のみな
さまと、その支援を行う
支援機関や専門家のみ
なさまのためのインター
ネットサービスです。
※ミラサポは、中小企業
庁の委託により運営し
ています。

行政の補助金の申請は面倒で時間がかかる
販路拡大のためのパートナーがほしい
新規事業に向けて専門家の意見が聞きたい

業務の効率化を図るためのツールがほしい
行政の動きを早く知りたい

そのお悩み、ミラサポで解決できます！

いますぐアクセス！
ミラサポ
https://www.mirasapo.jp/

検索

ミラサポは、
中小企業庁委託事業として中小企業・小規
模事業者の未来をサポートするサイトです。
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